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1 主要指標

　総人口は、今後5年間で約8％ずつ減少していくと推定されています。また、5年
間ごとの減少率は拡大していく傾向にあります。

4,806人 4,529人
4,241人 3,843人

3,644人
3,346人

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年
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1-1 人口

※平成7、12、17年は国勢調査　※平成22年は国税調査速報値　※平成27年以降は、国立社会保障・人口問題研究所の推計値

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年

1,389 1,385 1,365 1,309 1,357 1,329

1世帯平均
3.5人

1世帯平均
3.3人
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3.1人
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1世帯平均
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1世帯平均
2.5人
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0

（世帯）

1-2 世帯数
　世帯数は、微減傾向で推移すると見込まれています。1世帯平均の人数は、5年
間で0.2人ずつ減少し、核家族化が進行すると推定されています。

※平成7、12、17年は国勢調査　※平成22年は国税調査速報値
※平成27年以降は、国立社会保障・人口問題研究所の都道府県推計値に基づく推計

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年

1,044 1,215
1,274 1,289

1,354
1,413

2,922
2,613

2,392 2,182
1,925

1,631

840 701 575
466 365

21.7％
26.8％

30.0％
32.7％

37.2％
42.2％

60.8％
57.7％

56.4％
55.4％

52.8％
48.7％

17.5％ 15.5％ 13.6％

11.8％ 10.0％ 302 9.0％

4,806 4,529
4,241 3,937

3,644
3,346
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65歳以上

15～64歳

0～14歳

※％は構成比

（人）

2 年齢階層別の人口
　年齢階層別の人口は、若年層と生産年齢人口の減少傾向が続くとともに、65歳
以上の人口と割合が増加すると推定されています。特にも平成27年以降の若年
層の割合は1割以下になると予想されています。

※平成7、12、17年は国勢調査　※平成22年以降は、国立社会保障・人口問題研究所の推計値
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平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年

第三次産業

第二次産業

第一次産業

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（百万円）

3,157

1,280

5,035

2,875

1,244

5,377

2,928

821

5,276

2,376

971

5.330

2,094

1,305

5,290

1,409

5,189

1,812

4 産業別純生産額
　産業別純生産額は、1次産業で菌床シイタケの生産により生産額が伸びると推定
されています。2次産業では、企業の撤退や閉鎖、公共事業の減により減少するもの
の、自動車部品工場の誘致により減少幅は緩やかになるものと推計されています。3
次産業では、介護施設の開所などにより横ばいで推移するものと予想されています。

※資料／市町村所得統計等からの推計値

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年

75.4 75.5

91.7

65.0 67.5 70.0

4.6 3.9 4.5 4.7 4.8 4.9

100
90
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70
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50
40
30
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10
0

（万人・回）

入り込み数

宿泊者数

5 観光客の入り込み数
　観光客の入り込み数は、平成22年に調査方法が変更（調査ポイントの減）されたため
単純比較はできませんが、人口減少と旅行形態の変化等により大きな伸びは期待でき
ないものの、教育旅行誘致の効果による入り込みと民泊数の微増が推定されています。

※基礎資料／観光統計（平成22年から調査方法変更〈調査地点の減〉）

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年

897

888
833 818

763 708844

690
558 516 474 432

682
501 456 451 436

37.0％

42.7％
45.1％ 45.8％

45.6％
46.3％34.8％

33.2％
30.2％ 28.9％ 28.3％ 28.2％

28.2％
24.1％ 24.7％ 25.3％ 26.1％ 391 25.5％

2,423
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※％は構成比

（人）

3 就業人口
　産業別の就業人口は、全産業で減少すると推計されていますが、菌床シイタケ
生産施設や自動車部品工場の誘致、介護関連施設の開所などにより減少幅は小
さくなるものと推測されます。

※平成7、12、17年は国勢調査　※平成22年以降は推計値
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平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年

73.9％ 75.5％ 78.7％

89.9％ 89.9％
93.0％

給水人口
3,551人

給水人口
3,421人

給水人口
3,387人

給水人口
3,575人

給水人口
3,315人

給水人口
3,178人

100

80
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40

20

0

水道普及率

（％）

8 水道普及率
　上水道は、中山間地域総合整備事業により沼袋地区で給水が開始され、普及率
は89.9％まで向上しています。

※基礎資料／地域整備課

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年

道路延長

改良延長

舗装延長

200
180
160
140
120
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60
40
20
0

（km）

104

164

115 107

169

119
104

169

127
109

171

132
117

181

142
128

181

149

6 村道の整備
　村道の整備は、実延長や改良・舗装延長とも増加する予定です。道路改良や舗
装工事等を計画的に実施し、推計値を達成できるよう努めていきます。

※基礎資料／道路台帳
※平成17年に数値が減になっているのは、県道岩泉平井賀普代線と村道島越大芦線を振り替えたことによるものです

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年

村民排出量（年間）

村民排出量（1日）

県民排出量（1日）

1,200

1,000

800

600

400

200

0

（t、g）

384g

652t

483g

755t

613g

962t

642g

482g

694t

500g

474g

664t

560g

471g

644t

7 ごみ排出量（家庭系）
　家庭系のごみ排出量は、県平均を下回っています。今後においても、資源ごみの
リサイクル活動の推進や分別の徹底などにより減少傾向で推移するよう一人ひと
りが努める必要があります。

※基礎資料／広域行政組合、県環境基本計画
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0

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

平成32年

50 100 150 200 250

54 21

104 55

111 56

71129

76129

129 81

（世帯）

消火栓

防火水槽

10 消防防災水利施設
　村民の財産と生命を守るため、消火栓や防火水槽の計画的な整備に努めていき
ます。

※基礎資料／総務課

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年

小学生

うち小学生1年生

中学生

400

300

200

100

0

（人）

213

357

159

289

119

267

121

189

99

149

72

144
54 52 44

20 34 25

11 児童生徒数
　6校あった小学校は平成22年4月、1校に統合されました。児童生徒数は今後に
おいても減少傾向で推移し、平成26年度からは全学年1クラスになると見込まれて
います。

※基礎資料／教育委員会

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年

22.4％
27.8％

34.9％

56.6％
60.5％

64.3％

整備対象人口
1,077人

整備対象人口
1,261人

整備対象人口
1,500人

整備対象人口
2,218人

整備対象人口
2,252人

整備対象人口
2,273人

100

80

60

40

20

0

汚水処理率

（％）

9 汚水処理施設整備
　汚水処理施設は、漁業集落環境整備事業や特定環境保全公共下水道整備事
業により汚水処理率は56.6％まで向上しました。今後は、トイレ水洗化の推進と浄
化槽の整備普及に努めていきます。

※基礎資料／地域整備課
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むらづくりの重点施策
１. 豊かな自然環境を保全します
　◆環境基本計画および環境保全活動の推進
　◆日本一きれいな村づくりの推進
　◆ごみの減量化とリサイクル活動の促進
　◆生活排水の適正処理と合併処理浄化槽の普及促進

２. 子育て環境を充実します
　◆妊婦への支援
　◆乳幼児家庭訪問や相談支援
　◆保育料の全額無料化
　◆保育環境とサービスの充実
　◆中学生までの医療費無料化の継続

３. 高齢者の生活をサポートします
　◆買い物弱者への支援
　◆見守り訪問や相談対応
　◆医療・介護・福祉等の充実
　◆成年後見制度の普及と利活用

４. 安全で安心な暮らしを向上させます
　◆宮古消防署田野畑分署の移転新築
　◆ヘリポートの整備
　◆津波防潮堤整備の促進
　◆自主防災組織の育成

５. 地域に根差した産業を振興します
　◆道の駅の再開発による物販機能強化
　◆一次産業の担い手確保
　◆振興特産品生産拡大への支援
　◆ネットショップたのはたの開設
　◆海洋観光資源の開発
　◆男子型の雇用の場の創設
　◆交流人口拡大のための交通基盤の整備

６. 社会を支える人づくりを進めます
　◆「教育の日」設定による村民参加の教育振興運動の推進
　◆小中一貫教育の推進
　◆地域総合型スポーツクラブの設立
　◆学校・村民プールの整備
　◆給食センターの整備
　◆「伝承館」の整備

各領域の施策の展開

むらづくりの体系 田野畑村総合計画　基本構想・前期基本計画
ダイジェスト版
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笑顔あふれる村

ふるさとに愛着を抱き
人間性豊かな人材を
育てる村

地域資源を活用した
産業間連携が盛んで
働きがいのある村

多様な交流を大切にし
心ふれあう村

誰もがどこにも
容易に移動でき
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むらづくりの重点施策
１. 豊かな自然環境を保全します
　◆環境基本計画および環境保全活動の推進
　◆日本一きれいな村づくりの推進
　◆ごみの減量化とリサイクル活動の促進
　◆生活排水の適正処理と合併処理浄化槽の普及促進

２. 子育て環境を充実します
　◆妊婦への支援
　◆乳幼児家庭訪問や相談支援
　◆保育料の全額無料化
　◆保育環境とサービスの充実
　◆中学生までの医療費無料化の継続

３. 高齢者の生活をサポートします
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　◆医療・介護・福祉等の充実
　◆成年後見制度の普及と利活用
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　◆宮古消防署田野畑分署の移転新築
　◆ヘリポートの整備
　◆津波防潮堤整備の促進
　◆自主防災組織の育成
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　◆ネットショップたのはたの開設
　◆海洋観光資源の開発
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　◆地域総合型スポーツクラブの設立
　◆学校・村民プールの整備
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　◆「伝承館」の整備
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3 施策の方向
　6つの分野ごとに設定した将来像の実現に向けて、それぞれの領域と項目での
施策の方向を次のように定め、実現を目指します。

（1） 豊かな自然と共生し
　　暮らしに安らぎのある村

【環境保全】
　人と自然が豊かにふれあえる地域づくりを推進します

《自然環境》
　優れた自然環境を適切に保全し、次世代に継承します
《景観形成》
　自然環境と調和した農山漁村の景観づくりを進めます
《地球温暖化防止》
　環境に負荷の少ない生活や事業活動を推進します

【生活環境】
　快適な生活環境づくりを推進します

《ごみ・し尿処理》
　ごみ排出量削減の取り組みを促進します
《上下水道》
　上下水道等の普及促進と整備率向上を図ります
《住宅・公園》
　憩いのある住居環境や公園づくりを進めます

環境
Environment
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（2） 安全で生き生きとした生活が営まれ　笑顔あふれる村
【保健】
　心と体の健康づくりを推進します

《健康づくり》
　心のケアの充実と生活習慣の改善を図ります
《母子保健》
　子どもを健やかに産み育てる環境をつくります
《成人保健》
　健康診査の受診率向上を図ります
《歯科保健》
　虫歯と歯周病の予防意識向上に努めます
《感染症対策》
　各種予防接種の接種率を向上させます

【医療】
「病診連携」による広域医療体制を強化します

《医療》
　一次医療サービスの充実を図ります

【福祉】
　みんなが幸せに暮らせる「結いの社会」をつくります

《児童福祉》
　安心して子育てができる「子育て環境日本一の村」を目指します
《高齢者福祉》
　住み慣れた地域で生活ができるよう支援します
《障がい者福祉》
　持てる能力を十分に発揮できる社会参加を支援します

【消防・安全】
　安全で安心な地域社会をつくります

《消防・防災》
　防災体制の強化と減災活動を促進します
《安全》
　犯罪と交通事故の撲滅を目指します

【定住促進】
　定住環境の充実を図ります

《定住・移住》
　村の魅力を向上させ、人口減少率の低減を図ります

生活
Life
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（3） ふるさとに愛着を抱き
　　人間性豊かな人材を育てる村

【教育】
　進んで学び、心豊かでたくましい子どもを育成する
 「新しい教育の村」を推進します

《家庭教育・就学前教育》
　家庭教育に関する保護者の研修機会を充実します
《学校教育》
　小中一貫教育の推進を図ります

【青少年の健全育成】
　心身ともに健全で心豊かな青少年を育成します

《青少年の健全育成》
　社会性をはぐくむ体験的な活動を充実させます

【生涯学習・スポーツ活動】
　生涯学習推進計画を促進し、多様な人材を育成します

《生涯学習》
　村民ニーズに対応した生涯学習活動を支援します
《スポーツ活動》
　生涯スポーツを推進し、健康の維持増進を図ります

【芸術・文化】
　貴重な文化財や郷土芸能の保存・継承を推進します

《芸術・文化》
　芸術・文化に親しめる機会を提供します

【男女共同参画】
　性別や年齢による固定観念にとらわれない社会を実現します

《男女共同参画》
　女性や若者の社会参画の機会を確保します

学習
Study
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(4) 地域資源を活用した産業間連携が盛んで  働きがいのある村
【農業】
　中核農家等の育成により、農業の持続的発展を
　図ります

《畜産》
　意欲ある担い手を支援し、畜産経営環境を強化します
《農産園芸》
　推奨作目の増産により、産地化形成を推進します

【林業】
　多面的機能を持つ森林の適正管理を推進します

《林業》
　民有林の除間伐と路網整備を推進します

【水産業】
　資源管理型漁業を促進し、経営の安定化を図ります

《水産業》
　水産基盤の整備を図り、栽培漁業を推進します

【商工業】
　商工業の活性化と安定した経営を支援します

《商業》
　中小企業との連携を強化し、経営の安定を図ります
《製造業・建設業》
　的確な支援と事業確保により経営の安定を図ります

【雇用・労働】
　安定経営による雇用の場の確保と創出に努めます

《雇用・労働》
　質の高い労働力の確保に努めます

【観光】
　おもてなしの心を浸透させ、観光の魅力を向上させます

《観光》
　体験型観光の充実による「観光の村」を目指します
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(5) 多様な交流を大切にし　心ふれあう村
【地域コミュニティ】
　地域コミュニティ活動の活性化を図ります

《住民自治》
　地域の特性に合わせた自主的な活動を促進します
《協働》
　「地域づくり計画」の実現を支援します

【都市との友好と交流】
　都市との交流の促進により活力ある地域づくりを推進します

《都市との友好と交流》
　村との縁を大切にした交流の輪を守り育てていきます

【情報】
　情報通信基盤を充実させ、利活用能力の向上を図ります

《情報通信》
　情報通信格差の解消に努めます
《情報発信》
　多様な媒体を活用し、積極的な情報発信に努めます

(６) 誰もがどこにも容易に移動でき連携が
　　深まる村

【道路】
　広域的な交流・物流を促進する道路網を整備
　します

《国道・県道・村道》
　地域の要望に即した道路整備と適正な維持管理に努めます

【公共交通】
　効率的で利便性の高い交通体系を構築します

《公共交通》
　予約運行交通の利便性の向上を図ります

交流
Exchange

交通
Traffic
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